記録会結果

～自己ベスト・大学ベスト続出～

千葉県記録会　　 　4月12日（土）　千葉市天台競技場

110ｍH　　　廣田　康大（2）　　　15秒42（+-0）

※　シーズン最初の試合としては例年以上の記録。関東インカレまでにやるべき課題が見つかったのが収穫。

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
国士舘大学記録会　　4月13日（日）　　国士舘永山

100ｍ　　　 荒　　裕気（3）　　　11秒59（-0.4）　　　　大学ベスト
　　　　　　山田　雄貴（2）　　　11秒31（-0.9）　　　　

· 小雨・向かい風・低温の中であったが、荒・山田大学ベスト、山田はセカンド記録であった。確実に青木コーチの指導が身についてきている。

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
日本体育大学長距離記録会　　4月19日（土）・20日（日）　　日体健志台

～大塚統彦（3）が10000ｍで歴代新記録達成～

・4月19日（土）

800ｍ　　　山本　博紀（1）　　　1分58秒17

10000ｍ　　大塚　統彦（3）　　　30分39秒20　　　　　自己ベスト・歴代新記録
· 大塚は10000mの関東インカレ標準記録Ｂ（30分30秒）突破を目指しての出場であったが、強風・突風に悩まされ惜しくも突破とはならなかった。関東インカレはハーフマラソンで臨む。

山本はデビュー戦、ラストのホームストレートで失速したが、ベスト記録（1分55秒64）は射程内。

・4月20日（日）

5000ｍ　　瀬川　陽平（2）　　　15分39秒79　　　　　 大学ベスト
　　　　　金子　政春（2）　　　15分55秒70　　　　　 大学ベスト
　　　　　小山田典洋（2）　　　16分18秒02

　　　　　前　　一平（1）　　　17分03秒32

　　　　　時庭　　崇（1）　　　15分37秒94

　　　　　石川　雄太（1）　　　15分27秒60

　　　　　奥澤　　匠（1）　　　15分39秒07

　　　　　関沼　雅大（1）　　　16分30秒24

　　　　　槻澤　　翔（1）　　　15分24秒48

· 瀬川・金子はいきなりの大学ベスト。競技に対する心構えが変わってきた。

小山田は体調･精神状態が最悪であった。引きずらないで明日の練習から平常心を取り戻して欲しい。1年生はデビュー戦！前は冬場の走り込み不足がもろに出てしまったが、あとのメンバーは自己ベストが射程圏！

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐-
千葉県記録会　　　4月19日（土）・20日（日）　　千葉県天台競技場

～瀬戸口直雅（3）が100ｍで10秒台・間カレ標準Ｂ突破～

・4月19日（土）

400ｍ　　瀬戸口直雅（3）　　　52秒25

走高跳　 廣田　康大（2）　　　1ｍ85

・4月20日（日）

100ｍ　　瀬戸口直雅（3）　　　10秒88（+1.9）　　自己新・標準Ｂ突破
　　　　 廣田　康大（2）　　　11秒10（+1.5）　　 自己新
· 瀬戸口（3）がやってくれた！100ｍで待望の10秒台！！前日の400ｍで突風に負けて最悪の結果に終っていただけに、本日は風を見方につけてくれた。200ｍにつづいて100でも関東インカレ標準Ｂ突破達成。廣田（2）も自己ベスト達成！短距離陣も勢いがついてきた。

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
早稲田大学記録会　　4月20日（日）　　　早稲田所沢

400ｍ　　池田　泰明　　　51秒42

800ｍ　　斎藤　博俊　　　2分08秒87

　　　　　糠信　一総　　 2分20秒51

· 池田（4）は復調の気配が感じられる。復活への感覚を掴んだようだ。斎藤（3）はスピード持久力不足。糠信（2）は未体験種目への挑戦。

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
静岡県中部選手権大会　4月20日（日）

400ｍ　　細澤　和真（3）　予選　　52秒67

　　　　　　　　　　　　　 準決　　50秒39

　　　　　　　　　　　　　 決勝　　49秒47　　優勝・大学ベスト
※細澤（3）も関東インカレにむけて順調に仕上がってきている。練習内容からすると48秒台前半が出てもおかしくない。

長距離ブロック、小林正則小平市長を表敬訪問！

4月18日（金）、長距離ブロックは3月の合宿所開所に伴って、練習場所が小平市中心地域となったが、このたび市からの要請を受け、小平市長・小林正則氏を市役所へ表敬訪問いたしました。当日は金哲彦アドバイザリーコーチ、上阪哲也監督、宮里昌寛（4）長距離ブロック長はじめ4名の学生が市長室を訪問し、陸上談義に花を咲かせました。小林市長はランニングを趣味としており、今年の東京マラソンも完走した健脚の持ち主で、金アドバイザリーコーチの大ファンとのことで会話も大いに盛り上がりました。市長からは東経大陸上部を今後応援し、市民にもその輪を広げて行き、いずれは予選会・本選会への応援団を送り込みたいとの心強いお言葉をいただきました。

わが部としましても、地域連携の一貫として、部員達を小平市の学生ボランティアに登録し、小中学生の指導のお手伝いと、今年9月開催予定のランニング教室（仮称）への金哲彦アドバイザリーコーチの講師要請の受諾と協力を約束しました。

今後は、国分寺市・武蔵村山市とともに小平市との連携を深めて行きたいと考えております。
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